
（様式第４号） 上田市博物館協議会 会議概要

１ 審 議 会 名 上田市博物館協議会

２ 日 時 平成 29年 5月 15日 午後 1時 30分から午後 3時まで
３ 会 場 上田市立信濃国分寺資料館講堂

４ 出 席 者
堀内泰会長、倉嶌勝夫会長代理、神戸弘子委員、児玉卓文委員、鎌田尚子委員

小宮山千佐委員

５ 市側出席者 倉澤博物館長、尾見資料館長、清水庶務学芸係長

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍 聴 者 0人 記者 0人
８ 会議概要作成年月日 平成 29年 5月 16日

協 議 事 項 等

１ 開 会（尾見資料館長）

２ あいさつ（倉澤博物館長）

３ 委嘱状交付

４ 自己紹介

５ 会長・会長代理の選出

会長：堀内委員、会長代理：倉嶌委員に決定

６ 博物館協議会の活動について（倉澤博物館長）

７ 協議事項

（１）平成 29年度事業計画について
・資料に沿い説明

（委員） 企画展「赤松小三郎（仮）」の内容について赤松小三郎記念館との連携が図れないか。

（事務局） パンフレット・チラシ等があれば設置可能であり、内容についても今後検討したい。

（委 員） 今後の市立博物館の企画展の展示場所はどこになるのか。

（事務局） 夏の企画展は別館 2階、秋冬の企画展は本館 2階を予定している。
（委 員） 「ひな人形展」の展示内容はどうなるのか。

（事務局） 江戸時代後期の内裏雛、三人官女、五人囃子、つるし飾り等を予定している。

（委 員） 「万葉講座」等の募集はどのような方法で行っているのか。

（事務局） 上田市の広報を中心にマスコミも活用している。

（委 員） 「万葉ボランティア」の加入状況はどうか。様々なイメージを持っている方がいる。高

岡の万葉博物館への研修も検討してもらいたい。

（事務局） 80代は少なくなり、60～70代が中心で若い世代は少ない。新たな加入者も少ない状況
である。研修については今後検討したい。

（委 員） 丸子郷土博物館の公文書館への工事はどうなるのか。

（事務局） 今年度は実施設計を行い、来年度早々の工事着手と聞いている。美術品は創造館へ、考

古遺物は、新たに倉庫を設置し収蔵する。

（委 員） 市立博物館の建て替えの検討状況はどうか。市立博物館・資料館の収蔵庫は満杯であり

喫緊の課題である。博物館の根幹である資料収集活動が行えないのは問題である。

（事務局） 学校・公民館の建替えはほぼ終了したが、市役所本庁舎の建替えがあり、財政的にも厳

しい状況である。各館とも収蔵スペースに余裕がないのは承知している。既存施設の活用

も考えなければならない状況である。特に、市立博物館は、建築後 50年を経ているので、
耐震診断が必要であり、建て替えも検討しなければいけない時期であることは認識してい

る。委員の皆様にも建設的な意見をお願いしたい。

（委員） 博物館活動に携わる後継者を育成するために、夏休み等に大学生向けの講座を企画できな



いか。

（事務局） 大学生等からの問い合わせは非常に少ない状況である。博物館活動に携わる後継者の育

成も非常に重要な課題である。

８ 閉 会


